
草津川跡地（区間６）民間事業者誘致事業
公募設置等指針の検討に係るマーケットサウンディング調査

実施要領

2025/05

草津市



１. 調査の目的０

●草津川跡地は、平成14年に天井川であった旧草津川が廃川となり生まれた全⾧約7.0kmに及ぶ広
大な空間です。
●草津市では、当該空間をまちづくりの資源として活用しようと、平成23年５月に草津川跡地利用
に関する「基本構想」を、平成24年度10月に「基本計画」を策定し、にぎわいとうるおいが創出
される空間づくりを進めています。
●これまで、「基本計画」に基づき、平成29年４月には、メロン街道から浜街道間までの約1.2km
を「ai彩ひろば（区間２）」、JR琵琶湖線から市道大路16号付近の約0.8kmを「de愛ひろば（区
間５）」として供用を開始しており、
いずれの区間においても、テーマに則したにぎわいが形成されるとともに、多様なコミュニティ
が形成されています。
●本事業は、「de愛ひろば（区間５）」と連担する旧東海道付近からJR東海道新幹線までの区間６
において、草津市と栗東市が一体的に都市公園として整備することと合わせ、民間活力の導入に
より、にぎわい機能等の立地を図ることを目的とします。
●なお、本事業の実施にあたっては、単なる便益施設等の設置にとどまらず、民間事業者等のノウ
ハウを活かし、草津市・栗東市の暮らしの質向上や周辺地域の価値向上に資する施設整備やサー
ビスの提供を期待しています。

●本調査においては、民間事業者からアイデアを募集するとともに、対話の機会を設けることで、
当該事業における事業条件（公募設置等指針）を検討することを目的とします。



１. 区間６の概要１

（１）都市公園の位置

今回の事業箇所（区間６）



中山道

区間６（今回
の事業箇所）
約0.８km

１. 区間６の概要１

（２）公園の諸元

名称 草津川跡地公園（区間６）

所在地
草津市東草津、大路、青地町の一部、及び栗東市小柿、岡の一部
※「都市公園の位置」図 参照

開設予定面積 約38,200㎡（区間６公園面積）
公園種別 都市公園

防災上の位置
付け

災害時においては、一次避難地として活用するほか、広域防災の拠点
として活用することが草津川跡地利用基本計画、及び草津市地域防災
計画において位置付けられています。

区間６全体の
コンセプト

川と街を融合する エントランスと流動の風景を創る
～（仮称）様々な世代（子育て若者）が時（高齢）をつなぎ、過去・現在・未来をまたぐ ～



ゆとりある空間の憩いゾーン～日常的に多世代が集いコミュニティを育む憩いの空間～人と商業の賑わいゾーン～草津川跡地公園のメインエントランス空間～

１. 区間６の概要１

（３）ご提案をいただきたい敷地
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京都方面向き車両入場同線

民間事業者誘致エリア
約7,300㎡

国道西側エントランスエリアのイメージ

眺望の丘エリアのイメージ 遊び場エリアのイメージ

民間事業者誘致エリア 国道側からの俯瞰イメージ

駐車場店舗等を見たイメージ
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１. 区間６の概要１

（４）都市計画の指定状況

・近隣商業地域
（指定容積率：200％、指定建蔽率：80％）

・準工業地域
（指定容積率：200％、指定建蔽率：60％）

・第一種中高層住居専用地域
（指定容積率：200％、指定建蔽率：60％）

用途地域図

民間事業者誘致エリア

区間６の整備範囲

（５）コンセプト等

区間６の整備方針：「様々な世代が時をつなぎ、過去・現在・未来をまたぐ」
公募対象区域

人と商業の賑わいゾーン～草津川跡
地公園のメインエントランス空間～

ゆとりある空間の憩いゾーン～日常的に多世
代が集いコミュニティを育む憩いの空間～市が期待する機能

にぎわい交流機能
（立地を活かした
集客・拠点機能）

若者・子育て世代
の憩いの空間

公園利用者（若者・子育て世代のニーズ）

・運動施設
・子育て施設

その他の施設

・食事ができる場所
・テイクアウトカフェ

店舗



１. 事業条件２

（１）事業手法

Park-PFI（公募設置管理制度） （都市公園法第5条の２） を活用し、公園施設を設置・管理していただきます。

「Park–PFI」とは
平成29年の都市公園法改正により創設された、飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、

当該施設から生ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修等を一

体的に行う者を、公募により選定する「公募設置管理制度」のこと。

都市公園における民間資金を活用した新たな整備・管理手法として「Park-PFI」（略称：P-PFI）と呼称。




